
  

 

別紙２ 

 

事業所名 グループホーム町屋               

運 営 推 進 会 議 開 催 報 告 書 

開催日時 平成 29年 6月 26日（月） １４時００分～１４時３０分 

参 加 者 議   題 

利用者       ０名 

利用者家族     ２名 

地域住民の代表者   １名 

市職員       １名 

地域包括支援センター職員  １名 

事業所       ４名 

１．行事報告 

２．避難訓練報告 

３．その他 

４．次回開催予定 

会    議    録 

 

1．行事報告 

 【1号館】 

・お誕生日会（5/12）:施設内で誕生日会を行いました。ショートケーキと紅茶を召し上が 

          りながら、歌を唄ったり楽しいお誕生日会になりました。 

 

・母の日(5/14):施設内で、母の日のイベントを行いました。感謝の気持ちを込めたメッセ 

        ージカードに写真を貼り付けプレゼントさせて頂きました。 

 

・避難訓練(５/24)：議題２に記載 

・炊き出し訓練(5/26)：議題２に記載 

 

・外出、喫茶店（6/15）：午前と午後に分かれてコメダにコーヒーを飲みに行きました。 

            普段と違う雰囲気で、皆様と昔話などの会話を楽しまれ、帰り 

            は品野方面にドライブをし帰設しました。 

 

 【2号館】 

・避難訓練,炊き出し訓練（5/12)：議題２に記載 

 

・母の日外食（5/18,19）:かっぱ寿司に行きました。普段と違う雰囲気で戸惑う方もいら 

            っしゃいましたが、皆様とても美味しそうに召し上がっていま 

            した。日頃の感謝を込めたメッセージカードを贈りました。 



 

・ウクレレボランティア（5/21）：利用者様のご家族様方が、演奏してくださいました。 

 

・三味線、銭太鼓ボランティア（6/15）：民謡、歌謡曲など演奏して頂きました。 

                   皆様とても懐かみながら、楽しんで聴かれていま 

                   した。 

 

2.避難訓練報告 

・1号館…日中想定。避難誘導、点呼、安全確認までの時間 6分 36秒。 

反省点：スタッフが玄関を開けるのを忘れ、利用者様が玄関で詰まってしまい、ドアをす 

    ぐに開けることができませんでした。又、利用者様に誘導の声かけが上手く伝わ 

    らずスムーズに誘導できませんでした。 

     

・2号館…日中想定。避難誘導、点呼、安全確認までの時間５分１０秒(外に避難ではなく、 

     火元から一番遠い居室までの避難) 

     ※消防車が到着する時間が 6～7分と想定して、到着時間まで身を守る設定。 

反省点：スムーズに避難誘導できましたが、拒否がある利用者様の対応に戸惑ってしまい 

    ました。 

       

・炊き出し訓練：ガス電気を使用せず釜戸、炭火で調理を行いました。 

        ご飯と煮物は、お米と煮物の材料をポリ袋に入れ、小分けにしました。  

        釜戸でお湯を沸かし、小分けにしたポリ袋を入れ調理しました。魚はバ  

        ーベキューコンロで炭火焼にしました。味噌汁もバーベキューコンロを 

        使用し調理しました。利用者様も、美味しいと言われ評価も上々でした。 

        今回は、特に問題なく調理できましたが、実際に災害が起きた場合は、 

        水の制限ありますので、水の使用量の調整も必要かと思いました。 

              

《避難訓練に対してご家族様からの意見》 

臨機応変も大切だが、臨機応変の基準は人それぞれなので、トラブルのケースに合わせて

マニュアルがあるといい。(火元の箇所で避難場所を変えるなど) 

 

3.その他 

・７/14健康診断(深夜業従事者のみ)場所：瀬戸文化センター 

 

4.次回開催予定 

平成２９年８月 2８日(月) 14：00～  グループホーム町屋２号館 

 

 


